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前民進党代表・希望の党衆議院議員 前原誠司様 

 

民進党の希望の党への合流に関する質問状 

拝啓 

 

議員におかれましては国民のためにご活躍いただき誠にありがとうございま

す。 

さて、2017 年衆議院選挙（第 48 回衆議院選挙）は歴史的な選挙となりまし

た。本来であれば、民進党・共産党・社民党・自由党による野党選挙協力の枠

組みで今回の選挙を戦うはずでしたが、当時の民進党代表の立場にあった議員

が主導して希望の党への合流を決定し、歴史的な勝利の可能性を台無しにして

しまう結果となりました。 

私たちが目にしたのは世界史に残るくらいの政治クーデターにほかならず、

自民党政治に取って代わる立憲主義政治をまじめに求める有権者として、絶対

に看過できません。 

そこで、貴職には少なくとも下記のことをお聞きしなければなりません。ご

回答をお願い申し上げます。 

 

１． 希望の党への合流が決定された際、民進党の希望者は希望から立候補で

きると前原誠司衆院議員は約束されましたが、この約束を反故にしまし

た。また、この約束反故が小池百合子都知事の主導によるものであった

としても、民進党議員が民進党籍で立候補できる道もあり、実際に民進

党議員が当時の民進党代表の前原議員にそのような要求をしたにもかか

わらず、前原議員はこうした要求を認めませんでした。前原議員は約束

反故の責任をどう取るおつもりですか。また、民進党からの立候補要求

を認めなかった理由をお聞かせください。 

２． 前原議員は「名を棄てて実を取る」と称して民進党の希望の党への合流

を主導しましたが、選挙の結果は自民党に取って代わるという点で、実

を取るというにはほど遠いものとなりました。前原議員はこの責任をど

う取るおつもりですか。 

３． 民進党はその前身を含め、野党第一党として長い歴史を持ち、多くの支

持者がおり、国民の支援もあり、安倍政権の憲法改悪・安保関連法（戦

争法）・秘密法・共謀法・原発再稼動・軍拡・武器輸出・基地拡張強行に

反対し、森友疑惑・加計疑惑を追及するなど、その存在理由がありまし

た。しかし、希望の党は憲法改正賛成・安保関連法賛成（後に、適切に
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運用、現実的な安全保障政策を支持と緩和）、（内容未定の）公約遵守・

資金提供などの条件を課して立候補の適否を決定しました。また、政策

が民進党とはまったく違う希望の党から立候補する旧民進党議員の選挙

資金として民進党の政党助成金が使われたと報道されています。このよ

うに党首の一存で党・党員・支持者・国民を裏切る背信的政治行為は、

憲法で規定された「国民の厳粛な信託としての国政」とはほど遠いもの

だと言わなければなりません。立憲主義を軽んじるクーデターとしての

政党合流・政策転換と背信的な政党助成金の使い方について、どのよう

に責任を取られますか。これらの政党合流・政策転換と政党間での政党

助成金の使い方に関する経緯と詳細を速やかに公表していただきたい。 

 

以上、年内までのご回答をよろしくお願いします。 

敬具 
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